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尾道市立栗原中学校

改善計画

7月 1月

学力の向上
意欲を持ち，学習に
主体的に取り組む生
徒を育てる。

①課題発見・解決学習の
充実を通して，主体的に
学習に取り組む態度を涵
養する。

②発問やワークシートの
工夫を通して，思考力，
判断力，表現力等を育成
する。

③授業での振り返りの積
み重ねを通して，学習内
容の定着を図る。

①「主体的な学
び」に関する生徒
アンケートの肯定
的回答

②定期テスト等の
記述式問題の無答
率とＢ判定以上の
生徒の割合

③定期テストにお
ける得点率３０％
未満の生徒の割合

①
８０％以上

②
無答率
１０％以下
B判定
60％以上

③前回調査比
１０ポイント削
減

①
76％

②
無答率
14.6%
B判定
63.1%

③
15.8%

①
7７％

②
無答率
19.8%
B判定
59.1%

③
21.4%

①7月と１月
の平均7７％
達成率96％

②無答率
7月と１月の
平均17.2%

B判定
7月と１月の
平均61.1%
達成率
102％

③前回調査比
＋5.6%

B

①「難しい問題や課題に対して，あきらめずに取り組んで
います」の項目が最も肯定的回答が最も低く73.4％であっ
た。難しいことを避けようとする傾向があり，今後も課題
として捉えて対応していく。
８月にご指摘のあったICTの活用については，各教科，総合
的な学習の時間，毎朝の健康観察で活用が進んでいる。長
期の欠席者には，クロムブックを持ち帰らせて，先生に質
問したり，アプリを使って家庭学習をしたりしている。多
様な活用の仕方があるので，今後もICTの効果的な活用に取
り組んでいく。
②中間試験，期末試験で全学年を対象として調査した。準
正答以上をB判定としている。年間で平均してみると無答率
が17.2％であり，書くことや表現することに苦手意識をも
つ生徒が多い。来年度公立高校入試が改善され，自己表現
が全員に課されるようになる。全校をあげて，組織的に表
現する力や意欲の育成に取り組む必要がある。
③  ②と同様に中間試験，期末試験で全学年を対象として調
査した。年間で平均してみると３０％未満の生徒の割合は
18.6％であり，それらの躓いている生徒に対する支援の充
実を図ることが必要である。

○

①難しいこと，手間がかかること（書くこともこれに
含まれる）に主体的に取り組ませるには、その学習活
動の結果、どんな自分になれるのかをイメージさせる
ことが必要である。
①ICTの利活用を進めていることは、高く評価でき
る。
②定期試験では、学級担任と教科担任が連携して、事
前にどのような準備をするとよいのかを具体的に指導
すること、事後にどのように振り返りをするのかをき
め細かく指導することが有効である。
③自分の意見を書く機会は多々あります。これもその
一つだが，なかなか難しい。30％未満の得点率とは
テスト内容を見ることがないので、どれほど難しいの
か分からない。すべての中学生が30％以上正解して
ほしいレベルならしっかり対策を練ること。
③勉強することの意義，意識付けが重要である。

①難しい問題や課題に対して，粘り強く
取り組むことが今後も大きな課題であ
る。学習や諸活動の意義や見通しを丁寧
に説明し，ゴールイメージをもたせ，評
価を適切に行い，達成感を積み上げるよ
うにしていく。そのためには，授業や諸
活動における、めあての提示の仕方や導
入の工夫等に全校で取り組んでいく。
②書くことについては，来年度の公立高
校入試の自己表現を意識させ，各教科や
総合的な学習の時間を関連付けて，表現
力の育成の充実を図っていく。書く活動
を増やすことはもちろん，自分の言葉で
表現させることに全校を挙げて取り組ん
でいく。
③30％未満の生徒への対応について
は，調査問題や定期テストから躓きの要
因の分析を引き続き行い，授業改善を進
めるとともに，家庭学習の充実も図って
いくようにする。

豊かな心の
育成

思いやりを持ち自他
を大切にするととも
に，目標を持ち一生
懸命（主体的・協力
的）に活動する生徒
を育てる。

①組織的な生徒指導の推
進のより，自己指導能力
の育成を図る。

②自己肯定感を育み，い
じめを生まない望ましい
学級・学年集団づくりを
進める。

③生徒会活動・部活動の
活性化を図る。

①生徒アンケートの
「自分たちの力で決ま
りを守り，活動してい
ます」の肯定的回答

②生徒アンケートの
「落ち着いた学校生活
を送ることができてい
ます。」の肯定的回答

③（１）より良い校風
創りに向け，教職員と
生徒会執行部による定
例会の開催。
（２）保護者アンケー
ト「栗原中学校の生徒
は，部活動に意欲的に
参加している」の肯定
的回答

①８５％以上

②８０％以上

③
（１）
月に１回実施

（２）
８５％以上

①75％

②74％

③
（１）
１学期
４回実施
（２）
８３％

①81％

②75％

③
（１）
２学期
４回実施
（２）
８４％

①91％

②９3％

③
（１）
100％

（２）
97％

A

①前回７月のアンケートで２年生は66.7%であったが，１
２月では７５％に向上している。修学旅行等の行事での規
範意識を高める取組や日々の生活における細やかな指導の
成果が表れていると考える。各行事等で規範意識や自治的
能力の育成に継続して取り組んでいく。
②前回と12月の結果はほとんど変化がなかった。授業態度
は1学期に比べ全体的に向上している。授業規律や生活規律
の課題を検証し，改善のための具体的な手立てを協議する
必要がある。
③(1)生徒指導部会を定期的に開催し，各学年の状況につい
て情報共有し，生徒の実態や課題を踏まえ，毎月の生活目
標を設定している。生徒指導部会で定めた生活目標をもと
に，生徒会執行部の定例会を開き，各委員会の取組の方向
性を検討することができている。
(2)２年生の前回77%であったが，12月では８０％へ向上
している。新チームになり２年生が積極的に部活動に取り
組む姿勢が見られるようになっている。市内秋季大会にも
意欲的に参加し，充実感をもった生徒が多い。今後も．意
欲的に部活動へ参加するよう支援をしていく必要がある。

○

①ルールの意味，必要性をメンバーに共有させるこ
と、自分たちの集団に規律があることが誇りであると
いう自尊心をもたせることなどが必要。それは、さま
ざまな場で、生徒たち自身に繰り返し該当行為をさせ
たり表現させたりしていく中で、実現することだと考
える。（栗原生のプライドは、元からあるものではな
く、そのように活動し、そのように言うことで実体化
していくということを、生徒にも理解させてほし
い。）
①課外活動が重要だと思う。
②2，3年生の修学旅行、体育大会、部活動などの行
事ができて良かった。コロナの感染防止は大変だと思
うが、登下校時にマスクなしで大声で叫んでいる子も
いる。もっと各人が注意すべきである。
③（２）コロナ禍で制約がある中でも意欲的に取り組
めている。
③（２）スマホの普及でコミュニケーション力，表現
力の低下が目立つ。部活動等の活動に積極的に取り組
ませることで改善が図れると思う。

①②感染症対策を十分とり体育大会等を
実施し，規範意識や周囲を思いやる気持
ちが高まっていった。行事等で一生懸命
取り組み，仲間とともに達成感を得るこ
とができることは本校の大きな強みであ
る。その強みを生かし，行事等の一層の
充実を図るとともに、各行事をつなげて
いくことや行事での頑張りを授業等の
日々の活動に生かしていくよう，カリマ
ネの視点をもって諸活動を関連付けてい
き，生徒の心を育てていく。
③(１)生徒会が主体的に課題を考え、改
善策を提案する機会を増やしていくな
ど，生徒指導部会の内容の一層の充実を
図り，生徒の自治的能力の育成を図る。
(２)コロナの状況が不透明ではあるが，
マスクの着用などの指導を徹底するな
ど，コロナ対策をしっかり取りながら，
部活動等の諸活動に取り組ませるように
する。部活動に参加できていない生徒を
把握し，年度初めの機会を捉えて，参加
を促すようにする。

魅力的な学
校づくりの
推進

生徒が栗原中学校に
愛着と誇りを持ち，
地域や保護者から信
頼される学校づくり
を行う。

①教員の授業力向上

②小中高連携の推進

③学校だよりHPを定期的
に更新し，学校の情報発
信していく。

①（１）教職員ア
ンケート「自らの
授業改善が進ん
だ」の肯定的回答
（２）生徒アン
ケート「授業がよ
くわかります」の
肯定的回答
②（１）毎月１回
以上の小中連携会
の実施
（２）小中高の授
業交流を年間３回
実施
③月に１回以上学
校だよりを発行
し，学校HPを更新
する。

①
（１）
１００％

（２）
８０％以上

②
（１）
１００％

（２）
１００％

③１００％

①
（１）
88％

（２）
８４.5％

②
（１）
100％

（２）
３３％

③100％

①
（１）
8３％

（２）
８0.2％

②
（１）
100％

（２）
１００％

③100％

①
（１）
86％

（２）
１０３％

②
（１）
１００％

（２）
１００％

③100％

A

①(１）80％以上の教員が授業改善が進んだと回答してい
る。また、一人一回以上学習指導案を作成した校内授業研
究を実施したり、授業公開では１１クラスの授業を公開
し，市教委や外部の指導者から指導・助言をいただき，学
校全体の授業改善につなげていくことができた。更なる授
業改善に向けて，共通的に取り組むことを具体化し，組織
的な研究を一層進めていく必要がある。
(2)８０％以上の生徒が「授業がよく分かります」と回答し
ている。２０％の生徒が躓いていると考えられ，それらの
生徒に対する手立てを校内全体で，小中が連携して考えて
いく必要がある。
②(１)本校、栗原小、栗原北の生徒指導主事が毎月集まり、
各校の状況の交流や共通的に取り組むことを協議すること
ができた。今後も，目指す児童生徒像を共有し，校区全体
で系統的に子どもの成長を支援していく。
(2）尾道北高との連携は、コロナ禍の影響で実施できな
かったが，校区の小学校とは授業公開に相互参加すること
ができた。
③学校たよりやＨＰなどを定期的に更新し、学校の情報を
発信した。生徒の頑張る様子などを積極的に発信した。保
護者アンケート「学校だよりやＨＰで学校の様子をよく知
らせている」に８５％の保護者が肯定的回答をしている。

○

①教員研修が積極的に行われていることは、高く評価
できる。
①コロナ禍での「変化への対応と基本の徹底」を継続
してください。
②小中連携のさらなる具体的なプランに期待する。
②学力の面での小・中連携も情報交換、出前授業等
行っていますが、より一層工夫して子どもの成長を支
援してほしい。
③保護者への情報発信が進められていることは、高く
評価できる。

①(１)(２)授業改善については，一人一
回の研究授業が実施できており，徐々に
授業改善が進んでいる。今後は内容の充
実を図っていく。特に，生徒の興味を引
き出す導入の工夫や思考を促す問いの工
夫について共通的に取り組み，粘り強く
学習に取り組む態度や基礎・基本の内容
の定着を図り，学力上の課題の解消に努
める。また，生徒が主体的に学習に取り
組めるよう，ＩＣＴの効果的な活用につ
いてもさらに研修を進めていく。ＩＣＴ
を率先していく人材育成にも努める。
②生徒指導面での小中連携は充実してい
る。学力面での小中高連携は，出前授業
や高校との連携が十分にできなかったな
ど課題がある。目指す子どもの姿を小中
で協議し，ゴールイメージを共有し，各
段階での取組を系統的につなげていく。
③便りの発行やＨＰの更新は計画的に実
施できた。生徒会活動のページなどを設
けるなど，ＨＰの一層の充実を図る。

教職員の働
き方改革の
推進

職員全体が意識を
持って取り組み，
個々の教職員が業務
改善に積極的に取り
組む。

①働き方改革の意識向上

②超過勤務時間の削減

①職員の働き方改
革アンケートの肯
定的回答
②超過勤務４５時
間未満の完全実施

①
80%以上

②
１００％

①
78%

②
３９％

①
70%

②
67％

①
92%

②
60％

C

①市教委が12月に実施した「働き方改革アンケート」１０
項目の本校の平均は７０％で、市内平均に比べて若干下
回っている。生徒指導対応と諸活動の取組の準備，授業準
備等に追われる状況があり教員の多忙感となっている。生
徒指導の充実と業務改善（諸活動の精選）を進めていき、
多忙感の軽減を図り子どもに向き合う時間の確保に努めて
いく。
②超過勤務４５時間未満の割合は、年間を平均すると６０%
となった。担任や主任・主事が４５時間をこえることが多
い。スクラップアンドビルドや役割分担を更に進めていく
必要がある。

○

①生徒指導の時間は多少減ってもなくならない。学校
全体の時間の配分によりメリハリがつけられればと思
う。
①各種会議や研修においても、グループウエアに議題
を掲示して各自意見を書き込む、動画を各自視聴して
研修するなど、ICT活用による合理的な運用が図れる
のではないか、検討していただきたい。
①働く人全般で働き方の再考がなされている。RPA
の活用，テレワーク等の検討を進め，改善してほし
い。
②補助員の登用など、教員の業務負担が軽減できるよ
う、設置者への要望を働きかけていただきたい。

①生徒指導上の対応が教職員の大きな負
担となっている。生徒指導の未然防止に
努め，生徒指導上の対応を軽減していく
ことに引き続き取り組んでいく。
健康観察をクロムブックで行う学年があ
る。ＩＣＴを活用することで業務改善に
つながるものがあれば，積極的に導入し
ていく。
②一部の教員の業務が多くなっている。
一人一役の役割分担となるように業務に
割り当てを見直していく。行事の精選に
ついても検討していく。

　

e 評価指標 m 改善案l コメント

a 　ビジョン
●夢や志を抱き，自己肯定感を持って仲間と力を合わせて主体的に学ぶ生徒
●生徒の夢の実現を後押しできる専門性と人間性を兼ね備えた教職員
●挨拶・歓声・歌声は響き渡り，生徒・保護者・地域が自慢でき誇りたくなる学校

a 　ミッション ●主体性と規範意識を身に付け　心を育てる小中連携の推進

c 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策

グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成

ロ
b 中期経営目標 g

達成
値

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。　ハ：わからな
い。

,

h
達
成
度

イ
j 結果と課題の説明

令和 3 年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

g
達成
値

一生懸命がすばらしい～夢と志を抱き，仲間とともに主体的に生きる子どもの育成～

ハ

i
評
価

f
目
標
値

様式1


